
Ｒ６ ソーシャルワーク実習 基本実習プログラム（基本PG） 

 

ソーシャルワー

ク実習 

教育に含むべき

事項 

（国通知） 

達成目標 

（評価ガ

イドライ

ン） 

※各達成
目標の具
体例は行
動目標を
参照 

当該実習施設における実習の実施方法及び展開 

学生に求

める事前

学習 

具体的実習内容 

指導上

の留意

点 

SW実践の

場の理解に

関する内容 

SWr の理解に

関する内容 

SW実践の

理解に関す

る内容 

SW実践の
理解に関す
る内容 

（発展的） 

活用す
る資
料・ 
参照物 

① 

利 用 者 や

そ の 関 係

者（家族・

親族、友人

等）、施設・

事業者・機

関・団体、

住民や 

ボランティ

ア等との基

本的な 

コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ

ン や 円 滑

な 人 間 関

係の形成 

(１)クライ

エント等

と人間関

係を形成

するため

の基本的

なコミュ

ニケーシ

ョンをと

ることが

できる 

・糸賀著作
物の閲覧 

・学園資料
の閲覧 

・コミュニ

ケーショ
ン技法の
確認 

・バイステ
ックの７
原則の確

認 

❶施設の成り

立ちについて

説明を受ける 

❷施設が対象

としている支

援の必要な人
たち（以下、CL）
の特性と日々

の生活につい
て説明を受け
る 

❸施設の組織、

また提供する
サービスにつ

いて説明を受
ける 

❶内外の会議、プ

ロジェクト等に

参加し、SWｒの
立場や役割を観
察、記録にまと

める 

❷職員の CL との

関わりにおける

コミュニケーシ
ョン技法を観
察、記録にまと

める 

❶CL の生活場

面に入り、CL

や職員へ挨拶
や自己紹介を
おこなう 

❷職員の CL と

の関わりにお
けるコミュニ

ケーション技
法を説明でき
る 

❶職員の CL と
の関わりに

おけるコミ
ュニケーシ
ョン技法を

用いた CL へ
の関わりを
実践する 

❷内外の会議、
プロジェク
ト等におい

て、自分の考
えを説明す
る 

❸個別支援計
画を作成し、
その内容に

ついて具体
的に説明を
おこなう 

・実践的ケ
ア基準 

・広報資料 
・PT資料 

② 

利 用 者 や

そ の 関 係

者（家族・

親族、友人

等）との援

助 関 係 の

形成 

(２)クライ

エント等と

の援助関係

を形成する

ことができ

る 

・福祉型障
害児入所

施設（知
的）の機
能と役割

を調べる 
・知的障害
の障害特

性を調べ
る 

・児童指導

員の仕事
を調べる 

❶福祉型障害
児入所施設
（知的）に入

所する CL や
家族の特性、
傾向につい

て説明を受
ける 

❷知的障害の

障害特性に
ついて説明
を受ける 

❸心理士オリ
エンテーシ
ョン、家族支

援 PT の説明
を通じ、職員
と家族との

関係構築の
必要性の説
明を受ける 

❶CL の障害特性

や入所背景に基
づいた SWｒの

アセスメントの
視点について説
明を受ける 

❷日常場面の職員

と CL の生活場
面面接を観察、

記録にまとめる 

 

❶心理士オリエ

ンテーショ
ン、家族支援

PT 等を用い
た CL との関
わりの要点を

説明できる 

❷職員と CL の

課題解決に向

けた関わりの
場面を観察も
しくは状況説

明を受け、今
後の援助過程
について検

討・報告し、職
員より助言を
受ける 

 

❶（①の発❶）
と共通 

❷自身の CL へ

の関わりに
おいて、障害
特性や課題

の異なる CL
への関わり
方の違いを

説明する 
❸個別支援計
画を作成した

CLと、計画に基
づいた課題解
決のための関

わりを実践す
る 
 

・個別支援
計画書 

・心理士オ

リ エ ン
テ ー シ
ョ ン 資

料 
 

③ 

利用者や

地域の状

況を理解

し、その

生活上の

課題（ニ

ーズ）の把

握、支援計

(４)クライ

エント、グ

ループ、地

域住民等

のアセス

メントを

実施し、

ニーズを

明確にす

ることが

できる 

・アセスメ

ントに関

するテキ

ストを閲

覧する 

・知的障害、

発 達 障

❶各班・指導員
室において

児童個別フ
ァイルを閲
覧し、CLの障

害特性や課
題について
説明を受け

る 
❷個別支援計
画において、

エンゲージ
メントから

❶CL の成育歴と
CL を取り巻く

環境に基づいた
SWｒのアセス
メントの視点に

ついて説明を受
ける 

❷班会に出席し、

個別支援計画の
策定や、それに
基づいた支援の

評価、見直しの
展開過程を観察

❶個別支援計画

作成に向け、

CL のニーズ
把握を目的と
した関わりを

実践する 

❷個別支援計画

作成に必要な

情報収集（心
理士、看護師
等）を実践す

る 

❶（②の発❶）

と共通 

❷個別支援計

画作成から
評価までの

一連の過程
を実習指導
者に報告し、

評価をうけ
る 

・児童個別
フ ァ イ

ル 
・個別支援
計画書 

・園長講話
資料 
・事業報告

書 



画の作成と

実施及び評

価 

(５)地域ア

セスメン

トを 

実施し、

地域の課

題や問題

解決に向

けた目標

を設定 

すること

ができる 

害、虐待

に関する

テキスト

を閲覧す

る 

アセスメン

ト、具体的支
援の立案か
ら実施、評価

に至るまで
の展開過程
について説

明を受ける 
❸園長講話、な
らびに事業

報告書を閲
覧し、学園の
役割につい

て説明を受
ける 

❹SW 専任より

学園のおこ
なっている
地域支援（連

携）としての
取り組みに
ついて説明

を受ける 

する。その場に

おける SWｒの
役割を観察する 

❸自立支援室会

議、圏域自立支
援協議会会議に
参加し、地域ニ

ーズについて
SWｒから説明
を受ける 

❹圏域相談支援事
業所、自立支援
協議会事務局へ

の訪問をおこな
う 

❸地域アセスメ

ントを考察
し、記録に記
載する 

(６)各種計

画の様式

を使用し

て計画を

作成・策

定及び実

施するこ

とができ

る 

(７)各種計

画の実施

を 

モニタリ

ングおよ

び 

評価する

ことがで

きる 

④ 

利 用 者 や

そ の 関 係

者（家族・

親族、友人

等）への権

利 

擁 護 活 動

と そ の 評

価 

(３)クライ

エントの

権利 

擁護及び

エンパワ

メントを 

含む実践

を行い、

評価する

ことがで

きる 

・社会福祉
士の倫理

綱領を閲
覧 

・学園資料

の閲覧 

❶CL の意思表

明やアドボ
ケイトにつ

いて、学園と
しての取り
組みや支援

内容につい
て説明を受
ける 

❷苦情解決シ

ステム、第三
者評価につ

いて説明を
受ける 

❶権利擁護委員会

に同席し、CLの
意思表明やアド

ボケイトを職員
がどのように実
践しているかを

観察、記録にま
とめる 

❷日常生活場面に

おいて、職員の
エンパワメント
の視点に基づい

た CL への支援
を観察する 

❶日常生活場面

において、職
員のエンパワ

メントの視点
に基づいた
CL への支援

を過去の事例
を基に考察し
記録にまとめ

る 

❶CL へのエン
パワメント
の視点に基

づいた支援
を実践する 

・子どもの
権 利 ノ
ート 

・ 苦 情 解
決・第三
者 評 価

書 

⑤ 

多 職 種 連

携 及 び チ

ー ム ア プ

ロ ー チ の

実 践 的 理

解 

(８)実習施

設・機関

等の 

各職種の

機能と役

割を説明

すること

ができる 

・学園資料
の閲覧 

・圏域シス

テムに関
する資料
を閲覧 

❶各職種の機

能と役割、
科、係、各会

議の機能と
役割につい
て説明を受

ける（副園長
講話、自立支
援室講話、医

局オリエン
テーション、
心理士オリ

エンテーシ
ョン） 

❷学園内にお

ける各職種
の連携や共
同の実践に

ついて説明
を受ける 

❸学園と地域

社会資源の
連携や実践
について説

明を受ける 

 

❶各種会議・PTに

参加し、多職種
連携によるチー

ムアプローチ・
合意形成に向け
た実践及びそこ

での SWｒの役
割を観察する 

❷圏域自立支援協

議会、進路検討
会議等に出席し
各種関係機関の

役割を観察した
上で、SWｒの関
係機関との連携

の実践を観察す
る 

 

❶各種会議・PT

に参加し、考
察した自分の

意見を実習指
導者に伝える 

❷各種会議・PT

に参加し、会
議録を作成し
実習指導者に

報告する 

❶各種会議・PT

に参加し、意
見を求めら

れた際には
自分の意見
を発表する 

❷チームアプ

ローチの場
面を観察し、

チームにお
ける SWｒの
役割と各者

の役割をま
とめ、実習指
導者へ報告

する 

・各会議資
料 

・医務室 

・心理士 
・栄養士 
・ 副 園 長

（ 児 発
管） 

・地域支援

室 （ 進
路、短期
入所、見

学） 

 

(９)実習施

設・機関

等と 

関係する

社会資源

の機能と役

割を説明す

ることがで

きる 

(10)地域住

民、関係

者、 

関係機関

等と連

携・協働 



すること

ができる 

(11)各種会

議を企

画・ 

運営する

ことがで

きる 

⑥ 

当 該 実 習

先 が 地 域

社会の 

中 で 果 た

す 役 割 の

理 解 及 び

具 体 的 な

地 域 社 会

へ の 働 き

かけ 

(12)地域社

会におけ

る実習施

設・機関

等の役割

を説明す

ることが

できる ・学園資料
の閲覧 

❶（③の❸）（⑤

の❶）と共通 

❷（③の❹）と

同様（学園に

よる地域支
援） 

❸学園の CL と

地域のつな
がりについ
て説明を受

ける（利用者
への支援） 

 

❶学園の SWｒが

おこなっている
地域支援（連携）
の実践内容につ

いて説明を受け
る 

❷（⑤の❷）と共

通。また、卒園
児アフター会議
等を通じて SW

ｒと CL の関わ
りや支援につい
て説明を受ける 

❶各種会議、PT

への同行から地
域支援における
ニーズを実習指

導者と検討する 

❶地域支援（連

携）におけるニ
ーズについて、
学園での支援

展開について
検討、報告書を
まとめる 

❷（⑤の❶）と
共通 

・事業報告

書 
・各種会議
資料 

(13)地域住

民や団

体、 

施設、機

関等に働

きかける 

ことがで

きる 

 

⑦ 

地 域 に お

け る 分 野

横断的・業

種 横 断 的

な 関 係 形

成と 

社 会 資 源

の活用・調

整・開発に

関 す る 理

解 

(14)地域に

おける分

野横断

的・業種

横断的な

社会資源

について

説明し、

問題解決

への活用

や新たな

開発を 

検討する

ことがで

きる 

・学園資料
の閲覧 

・糸賀著作

物の閲覧 

❶学園の成り

立ちから社
会資源との

関係形成の
在り方につ
いて、学園の

基本方針の
観点を基に
説明を受け

る（園長講
話） 

❷入所児の生

活状況や学
園の取り組
む事業内容

を踏まえて、
社会資源の
活用・開発の

必要性につ
いて説明を
受ける（副園

長講話） 

❶子家相（県）、子

家室（市町）、行
政、学校、地域

相談、サービス
調整との連携の
なかで SWｒの

役割について説
明する 

 

❶学園と連携し

ている社会資
源を整理し、

記録にまとめ
る 

❷個別支援計画

作成時、支援
における社会
資源の活用に

ついて考察
し、計画に反
映させる 

❸新たな社会資

源の開発につ
いて考察し記

録にまとめる 

❶学園の連携

している社
会資源とそ

の内容につ
いて、実習報
告会にて説

明する 

❷新たな社会

資源の開発

について考
察した内容
を実習指導

者へ報告し、
評価を受け
る 

・学園資料 
・個別支援
計画書 

⑧ 

施設・事業

者・機関・団

体等の経営

や サ ー ビ

ス の 管 理

運 営 の 実

際 

（ チ ー ム

マ ネ ジ メ

ントや 

人 材 管 理

の 理 解 を

含む） 

(15)実習施

設・機関

等の 

経営理念

や戦略を

分析に 

基づいて説

明すること

ができる 

法令の閲覧 

 
・児童福祉
法 

・障害者総
合支援法 

❶学園の事業

計画・報告の

閲覧 

❷法律に基づ

く障害者な

らびに社会
的養護を取
り巻く状況

について説
明を受ける 

❸各種会議、PT

の現状と進
行過程につ
いて説明を

受ける 

 

❶福祉型障害児入

所施設における

チームマネジメ
ントの必要性を
踏まえ、学園で

のチームマネジ
メントのための
SWｒの実践に

ついて説明を受
ける 

❷障害者施策、社

会的擁護を取り
巻く法制度を基
に SWｒの実践

について説明を
受ける 

→チームビルディ

ング担当 

❶福祉型障害児

入所施設にお

けるチームマ
ネジメントの
必要性につい

て考察し、記
録に記載する 

❷現在施設を取

り巻く現状を
踏まえ、福祉
型障害児入所

施設の今後の
在り方や SW
ｒが担う実践

について考察
し、記録に記
載する 

❶福祉型障害

児入所施設

におけるチ
ームマネジ
メントの必

要性につい
て実践報告
会にて報告

する 

❷現在施設を

取り巻く現

状を踏まえ、
福祉型障害
児入所施設

の今後の在
り方や SWｒ
が担う実践

について考
察し、実習指
導者に報告

する 

・事業報告
書 

・建て替え
に 関 す
る資料 

・チームビ
ル デ ィ
ング 

(16)実習施

設・機関

等の 

法的根

拠、財

政、運営

方法等を

説明する

ことがで

きる 



⑨ 

社 会 福 祉

士 と し て

の 職 業 倫

理 と 組 織

の 一 員 と

し て の 役

割 と 責 任

の理解 

(17)実習施

設・機関等

における社

会福祉士の

倫理に基づ

いた実践及

びジレンマ

の解決を適

切に行うこ

とができる 

・社会福祉

士の倫理
綱領 

❶学園の倫理

綱領につい
て説明を受
ける 

❷個人情報保

護のための
取り組みに

ついて説明
を受ける 

 

❶会議、PT、日常

場面における
SWｒのチーム
アプローチ場

面・課題解決過
程を観察する 

❷社会福祉士とし

ての倫理につい
て SWｒから説
明を受ける 

 

❶SWｒの実践

における倫理
的ジレンマが
生じた場面に

ついて SWｒ
へヒアリング
をおこない、

記録に記載す
る 

❷会議、PT、日

常場面に参加
し、チームア
プローチや課

題解決過程に
おける SWｒ
の倫理判断に

基づく行為を
発見し記録に
記載する 

❶SWｒへのヒ

アリングか
ら挙げられ
た倫理的ジ

レンマにつ
いて、実習生
の立場で考

察し、実習指
導者へ報告
する 

❷会議、PTへの

参加時に意
見を求めら

れた際に、
SWｒの専門
性や立場か

ら発言をお
こなう 

・社会福祉

士 の 倫
理綱領 

・各種会議

資料 
・実習指導
者 テ キ

スト 

(18)実習施

設・機関

等の 

規則等に

ついて説

明する 

ことがで

きる 

⑩ 

１ 
ア ウ ト リ

ーチ 

(19)以下の

技術につ

いて 

目的、方

法、留意点

について説

明するこ

とができ

る 

 

・アウト

リーチ 

・ネット

ワーキン

グ 

・コーデ

ィネーシ

ョン 

・ネゴシ

エーショ

ン 

・ファシ

リテーシ

ョン 

・プレゼ

ンテーシ

ョン 

・ソーシ

ャルアク

ション 

・各種用語
について
調べる 

❶学園が取り

組んでいる
地域支援（連

携）に関する
事業の概要
ならびにそ

の理念につ
いて説明を
受ける 

❶会議、PT、関連

事業へ同行し
SWｒの活動を

観察する。また、
関係者との関わ
りについて説明

を受ける 

＋圏域相談支援事

業所（主に基幹）

の訪問・聞き取
り 

❶学園のアウト

リーチ実践に
おける目的や

方法を整理
し、記録に記
載する 

❷過去の事例を

含めてアウト
リーチ実践の

際に生じる課
題について考
察し、記録に

記載する 

❶学園のアウ

トリーチ実
践における

目的や方法
を整理し、考
察した課題

も含めて実
習指導者に
説明する 

・各種会議
資料 

・相談支援

事業所 
・家族支援
を は じ

め と し
た 地 域
支 援 室

業務 

２ 
ネ ッ ト ワ

ーキング 

❶圏域の社会

資源や障害

者を取り巻
く状況を理
解したうえ

でネットワ
ーク構築の
必要性につ

いて説明を
受ける 

❶多職種間との連

携における SW

ｒのネットワー
ク構築への取り
組みを説明する 

 

❶他機関とのネ

ットワーク構

築の展開過程
におけるそれ
ぞれの役割を

明確にし、学
園の立場につ
いて考察をお

こない記録に
記載する 

❶他機関との

ネットワー

ク構築の展
開過程にお
けるそれぞ

れの役割を
明確にし、学
園の立場に

ついて考察
をおこない、
実習指導者

に報告する 

３ 

コ ー デ ィ

ネ ー シ ョ

ン 

❶各種会議、PT

におけるコ
ーディネー
ションの必

要性につい
て説明を受
ける 

❶各種会議、PTに

おいて SWｒの
コーディネーシ
ョン場面を観察

する 

❶SWｒの観察

を踏まえて、
SWｒのコー
ディネーショ

ンの必要性、
留意点を考察
し記録に記載

する 

❶SWｒの観察

を踏まえて、
SWｒのコー
ディネーシ

ョンの必要
性、留意点を
実習指導者

に報告する 

 

４ 
ネ ゴ シ エ

ーション 

❶各種会議、PT

におけるネ
ゴシエーシ
ョンの必要

性について
説明を受け
る 

❶各種会議、PTに

おいて SWｒの
ネゴシエーショ
ン場面を観察す

る 

❶SWｒの観察

を踏まえて、
SWｒのネゴ
シエーション

の必要性、留
意点を考察し
記録に記載す

る 

❶SWｒの観察

を踏まえて、
SWｒのネゴ
シエーショ

ンの必要性、
留意点を実
習指導者に

報告する 

 

５ 

フ ァ シ リ

テ ー シ ョ

ン 

❶各種会議、PT

におけるフ
ァシリテー

ションの必
要性につい
て説明を受

ける 

❶各種会議、PTに

おいて SWｒの
ファシリテーシ

ョン場面を観察
する 

❶SWｒの観察

を踏まえて、
SWｒのファ

シリテーショ
ンの必要性、
留意点を考察

し記録に記載
する 

❶SWｒの観察

を踏まえて、
SWｒのファ

シリテーシ
ョンの必要
性、留意点を

実習指導者
に報告する 

 



６ 

プ レ ゼ ン

テ ー シ ョ

ン 

❶各種会議、PT

におけるプ
レゼンテー
ションの必

要性につい
て説明を受
ける 

❶各種会議、PTに

おいて SWｒの
プレゼンテーシ
ョン場面を観察

する 

❶SWｒの観察

を踏まえて、
SWｒのプレ
ゼンテーショ

ンの必要性、
留意点を考察
し記録に記載

する 

 

❶SWｒの観察

を踏まえて、
SWｒのプレ
ゼンテーシ

ョンの必要
性、留意点を
実習指導者

に報告する 

 

７ 

ソ ー シ ャ

ル ア ク シ

ョン 

❶過去の事例

を基に、これ
まで学園が
中心となっ

ておこなっ
てきたソー
シャルアク

ション実践
について説
明を受ける 

❶過去の事例を基

に、これまで学
園が中心となっ
ておこなってき

たソーシャルア
クション実践に
ついて、SWｒが

担った役割につ
いて説明を受け
る 

❶障害福祉分野

における現状
やニーズを考
察する 

❷障害福祉分野

における今後
求められるソ

ーシャルアク
ションとは何
かを考察する 

❶考察したソ

ーシャルア
クションに
ついて、実習

指導者に報
告し評価を
得る 

 

 

 

 特色 

 

 

・ＳＷ専任担当に実習担当を持ってもらう（平日日勤・机が隣）ことで、日常的にＳＶが行いやすい
環境。 

・入所施設でありながらも、上述したようにＳＷ専任が配置されていることから、直接支援よりもＳ
Ｗ専任の動きをベースとした実習体制の提供。 

・SW専任をはじめとした心理士、看護師、栄養士等の専門職配置による園内での多職種連携。 
・３次機関として、全圏域を対象にした他機関・多職種連携。 
・建て替えにより、各ユニットごとに特色のある係運営とその体感。 
 

 


